
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                           
１
月
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
多
く
の
命
が
失
わ
れ
、
断
水
・

停
電
・
家
屋
の
倒
壊
な
ど
で
避
難
生
活

が
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

町
は
今
後
30
年
以
内
に
内
陸
型
地
震

で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
程
度
の

発
生
確
率
を
０
・
１
％
か
ら
０
・
２
％
、

海
溝
型
地
震
で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
・
８
以
上
の
発
生
確
率
を
７
％
か
ら

40
％
と
予
想
し
地
震
・
津
波
防
災
計
画

を
策
定
し
て
い
る
が
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
の
想
定
で
は
能
登
半
島
地
震
に
匹
敵

し
て
い
る
。

　

行
政
が
正
し
い
対
応
を
行
う
た
め
に

は
、
町
民
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
行

政
の
も
つ
情
報
を
的
確
に
伝
え
、
双
方

向
で
課
題
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
防

災
対
策
が
充
実
し
町
民
の
命
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑴
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

①
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
。

②
要
支
援
者
（
高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ど
）
の
個
別
避
難
計
画
の
進
捗
状

況
は
。

③
防
災
訓
練
の
平
日
・
夜
間
・
冬
期

の
実
施
状
況
は
。

④
防
災
会
議
の
女
性
の
比
率
は
。

⑵
国
際
的
な
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
に
基

づ
い
た
避
難
所
に

①
対
象
区
域
の
人
数
に
見
合
っ
た
避

難
所
の
確
保
は
。

②
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
た
め
ミ
ニ

テ
ン
ト
・
女
性
用
ト
イ
レ
な
ど
の
充

実
は
。

⑶
温
暖
化
の
影
響
で
猛
暑
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
。
避
難
所
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
①
自
主
防
災
組
織
は
、
行
政
区
を
単

位
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、

１
１
３
行
政
区
中
50
行
政
区
で
組
織
化

さ
れ
組
織
率
は
44
・
２
％
、
全
世
帯
数

に
対
す
る
組
織
化
さ
れ
て
い
る
行
政
区

の
世
帯
数
の
割
合
は
70
・
０
％
、
人
口

の
割
合
は
69
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
令
和
６
年
２
月
末
現
在
）

②
令
和
４
年
度
に
２
つ
の
町
内
会
を
モ

デ
ル
地
区
に
選
定
し
、
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
る
。
平
時
か
ら
の
名
簿
提
供

に
同
意
し
て
い
る
方
１
５
４
３
人
の
う

ち
、
本
年
２
月
ま
で
に
８
人
の
計
画
策

定
を
終
え
、
さ
ら
に
９
人
の
計
画
が
６

年
度
の
早
い
時
期
に
完
成
す
る
見
込
み

で
あ
り
、
そ
の
進
捗
率
は
１
・
１
％
に

止
ま
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
個
別
避
難
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

き
た
い
。

③
夜
間
の
訓
練
は
参
加
者
が
少
な
く
な

る
こ
と
に
加
え
危
険
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
昼
間
の
時
間
帯
に
夜
間
を
想
定
し

た
訓
練
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
の
町
主
催
の
防
災
訓
練

は
、
９
月
24
日
に
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
と
連

携
し
、
防
災
行
政
無
線
の
合
図
で
「
町

民
参
加
型
一
斉
防
災
訓
練
」
を
実
施
し

た
ほ
か
、
12
月
19
日
に
は
、
新
規
採
用

職
員
を
対
象
と
し
た
避
難
所
開
設
訓

練
、
同
日
に
忠
類
晩
成
地
区
の
住
民
を

対
象
と
し
た
津
波
避
難
訓
練
を
大
樹
町

と
合
同
で
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
９
日
に
町
職
員
、
防
災

士
、
北
海
道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
、
女

性
消
防
団
な
ど
合
わ
せ
て
53
人
が
参
加

し
、
「
冬
期
に
お
け
る
避
難
所
開
設
訓

練
」
を
実
施
し
た
。

④
町
防
災
会
議
の
委
員
は
防
災
関
係
機

関
の
代
表
者
24
人
と
公
募
委
員
９
人
の

合
計
33
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

う
ち
女
性
の
委
員
は
公
募
委
員
５
人
を

含
む
計
６
人
で
、
全
体
に
占
め
る
女
性

の
比
率
は
18
・
２
％
、
公
募
委
員
に
占

め
る
比
率
は
55
・
６
％
で
あ
る
。

⑵
①
町
地
域
防
災
計
画
で
は
、
各
行
政

区
の
居
住
人
口
か
ら
想
定
避
難
者
数
を

推
計
し
、
避
難
者
１
人
当
た
り
２
㎡
以

上
の
床
面
積
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
災

害
の
区
分
に
応
じ
災
害
初
動
期
に
お
け

る
避
難
所
を
選
定
し
て
い
る
。
ス
フ
ィ

ア
基
準
を
満
た
す
避
難
所
環
境
の
確
保

を
目
指
し
て
い
く
。

②
避
難
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
と
し

て
、
避
難
が
長
期
化
す
る
場
合
に
お
い

て
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
テ
ン
ト
を
設
置

し
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
発
災
直
後

は
避
難
者
約
50
人
に
１
基
、
長
期
化
に

備
え
る
展
開
期
に
お
い
て
は
、
避
難
者

約
20
人
に
１
基
の
確
保
を
図
る
計
画
で

あ
る
。
女
性
用
ト
イ
レ
の
割
合
が
低
い

避
難
所
等
に
つ
い
て
は
、
状
況
に
応
じ

て
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
等
に
よ
り
、
充

実
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

⑶
町
保
有
の
可
搬
型
の
冷
風
機
と
小
中

学
校
に
配
備
さ
れ
て
い
る
扇
風
機
や
可

搬
型
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
に
加
え
て
、

複
数
の
防
災
協
定
企
業
か
ら
調
達
し
、

状
況
に
応
じ
て
避
難
所
へ
搬
入
す
る
計

画
で
あ
る
。
避
難
所
に
お
け
る
冷
房
機

能
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答問
町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
防
災
・
減
災
の

取
組
を
進
め
て
い
る

町
民
と
共
に
防
災
対
策
の
強
化
を
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